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平成２３年３月２３日（水） １５：０５より 
 
役場第１委員会室 
 
委 員 長    蓮 井   勇 
委   員    岩 原 義 美 
委   員    富 山 隆 介 
教 育 長    綱 嶋   勉 
 
委員長職務代理者 福 島 浩 二 
委   員    増 山 和 世 
 
管理課長     遠 藤 秀 男 
社会教育課長   木 村 省 平 
学校給食センター長 佐 藤   正 
社会教育課主幹  大 森 康 弘 

〃     天 野 英 樹 
 
管理課学校教育グループ主査 尾 﨑 文 郎 
 
無し 
 
 
蓮井委員長 
 開会を宣言する。（１５：０５） 
 
蓮井委員長 
 各教育委員の署名により、承認を確認。 
 
綱嶋教育長 
 【２月２４日～３月２３日までの諸般の報告。】 
  ２／２４ 町こどもの学びサポート推進会議（役場） 
   〃   町文化財運営審議会（役場） 
  ３／ １ 入江・高砂貝塚整備検討委員会（役場） 
   〃   洞爺高校・虻田高校卒業式 
  ３／１～２ フッ化物洗口教職員研修会（とう小・虻小） 
  ３／ ３ 町議会定例会（役場） 
  ３／ ６ 虻田地区保育発表会（役場） 
  ３／９～１０ 町議会定例会（役場） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ３／１１ 予算審査特別委員会（役場） 
   ・１４     〃 
   ・１５     〃 
  ３／１１ 虻田中学校・洞爺湖温泉中学校卒業式 
   〃   平成２３年度教職員当初人事内示〈管理職〉 
   〃   東北地方太平洋地震による災害対策本部設置、避難指示 
   〃   本町保育所閉鎖（避難指示発令に伴い１２日迄） 
   〃   虻小体育館・虻中体育館・母と子の館に避難所開設 
  ３／１２ 洞爺中学校卒業式 
  ３／１４ 平成２３年度教職員当初人事内示〈一般職〉 
  ３／１６ 町議会定例会（役場） 
   〃   とうや小学校卒業式 
  ３／１７ 校長会（さわやか）・教頭会（役場） 
   〃   学校給食センター運営委員会（さわやか） 
  ３／１８ 虻田小学校、洞爺湖温泉小学校卒業式 
  ３／２３ 保育所年長児修了式（本町、入江、桜ヶ丘） 
 
蓮井委員長 

 ありがとうございます。 

 質問がございましたらお願いいたします。 

 フッ化物洗口ということですが、歯科医師会としてはどう思っているので

すか。 

遠藤管理課長 

 北海道で平成２１年度に条例を制定しております。この条例に北海道歯科

医師会も賛同しているということで、推奨しております。今回は室蘭地方の

歯科医師会と連携を取って、最終的には室蘭保健所の主任技師さんの講演を

お願いしたというものでございます。ただ、全国的に見ると、まだ反対して

いる歯科医師会もあるというと聞いております。 

蓮井委員長 

 職員団体は何か動きがあるのですか。 

遠藤管理課長 

 動きとしてはございません。今回、フッ化物というのはこういった物だと

いうことを理解していただきたいということで、養護の先生は教育局主催の

講習会に何回か出てもらっていますが、普通の先生方には一切出てもらって

いませんでしたので、洞爺地区と虻田地区の２会場で２日間に亘って実施し

ました。その勉強会の中で、何人かの方から不安視する声が上がっておりま

した。それに対して講師の先生は、色々なところで言われているけれど、様々

な統計等を見て行くと、問題はありませんと言っておりました。 

蓮井委員長 

 当町としては、これを実施して行くという方針ということですか。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

遠藤管理課長 

 道教委自体が平成２４年度を目処に全市町村の小中学校での実施を目指し

ております。それに歩調を合わせるというものではないのですが、当町の児

童生徒の、虫歯の罹患率が高く、管内でも１位です。そういった状況を考え

ると、それぞれの家庭での対応もあるのですが、それだけでは効果はたりな

いだろうということで、学校なり保育所なりの集団で更にその辺をバックア

ップしていけば更に効果があるのかなと思います。ただし、２４年度全学校

でできるかというと難しいと思います。これから詰めていきますけれど、先

日もこの講習会が終わった後、私の方でチラシを作りまして、学校の児童生

徒に配布しております。保護者向けなのですが、２３年度に関しては、保護

者の皆さんの研修会やアンケートを実施しますので協力して下さいという内

容も掲載しました。 

蓮井委員長 

 費用についてはどの様になりますか。 

遠藤管理課長 

 先ず、施設設備の問題で、うがいをする場所の確保が、虻田小学校や虻田

中学校では難しいと思っておりましたが、実施している学校の状況を聞きま

すと、教室でうがいをしてそれをバケツにあけてという方法を取っていると

いうことで、設備に関する費用は掛からないと思います。薬剤については数

万円で済むのかなと考えております。コップについては、持参か使い捨てを

用意するかは決め手おりませんけれど、町内の小学校全部で実施しても１０

万円を切るのではないかなと思っております。 

蓮井委員長 

 個人負担は。 

遠藤管理課長 

 個人負担は無しと考えております。 

蓮井委員長 

 道教委が言っているからではなく、児童生徒のう歯の状況や、子供たちの

将来の健康ため、財政状況や先生方の理解を得て当町として判断して実施す

ることが筋道を考えます。 

 修学旅行については、中止ということではなく、時期と場所の変更という

ことになるのですね。 

遠藤管理課長 

 中学３年生は、受験等もありますので、２学期に入ってからの実施は難し

いだろうということで、７月の実施で検討しております。 

蓮井委員長 

 子供たちの大きな思い出にもなり、社会勉強にもなりますので、色々検討

していただいて、実施してもらいたいと思います。 

富山委員 

 過度に心配する必要はないと思いますが、放射線等の測定等は行っており



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
日 程 第 ４ 
【 報 告 事 項 】 
・報告第４号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ますか。 

佐藤学校給食センター所長 

 特に指示等もありません。原材料の購入の際には仕様書を入れてもらって

います。ただ放射線の数値は入っておりません。 

綱嶋教育長 

 福島原発の関係で、全道の市町村も数値的に影響があるのかどうか、胆振

振興局として、北海道に対して市町の要望があると伝えており、北海道は測

定するという回答だったようですが、どういうエリアで測定するのか具体化

されておりません。 

蓮井委員長 

 まだ測定していないということは、新聞報道等マスコミの報道から情報を

得るしかないということで、子供たちへ給食を提供している立場として、少

し神経質になって情報収集することも必要ではないかと思います。 

遠藤管理課長 

 水道水のついては、放射性ヨウ素などについては検査項目に入っておりま

せん。福島県で実施しているのは、原子力災害現地対策本部による特別な調

査と思います。それから、各自治体の放射線量ですが、文部科学省が各都道

府県に委託して実施しております。札幌市は問題無い数値となっております。 

蓮井委員長 

 過度に心配することも無いと思いますが、安易な対応もできませんので、

保護者への対応についてはあやふやにならないようにお願いしたいと思いま

す。 

 後、質問ございますが。 

 《無し》 

 無い様ですので、これで諸般の報告を終わります。 

 

 

 次に日程第４、報告事項に入りたいと思いますが、報告第４号と第５号は

人事に関することであり、非公開にすることができるとなっております。非

公開として進めたいと思いますがいかがでしょうか。 

 《異議無し》 

 それでは、報告第４号と第５号は非公開とします。 

 報告第４号について、事務局お願いします。 

遠藤管理課長 

 報告第４号、臨時代理の報告（学校教職員の人事異動についての）でござ

います。 

 洞爺湖町教育委員会教育長に対する事務委任規則第２条第１項の規定によ

り、次のとおり臨時代理したので、同条第２項の規定により、これを報告す

るものでございます。 

 



 
 
 
 
 
 
・報告第５号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・報告第６号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

蓮井委員長 

 よろしいでしょうか。 

 《特に無し》 

 続きまして、報告第５号についてお願いします。 

遠藤管理課長 

 報告第５号、洞爺湖町教育委員会部局の人事異動について。洞爺湖町教育

委員会部局の人事異動について、別紙のとおり報告するものでございます。 

 

 

 

蓮井委員長  

 報告第５号についてはよろしいでしょうか。 

 《特に無し》 

 

 報告第６号に移ります。 

木村社会教育課長 

 報告第６号、国指定史跡入江・高砂貝塚整備検討委員会の開催につきまし

て、次のとおり報告いたします。 

 《議案により報告》 

 別冊で、入江・高砂貝塚整備計画案というのがお手元にあると思いますが、

第１１回の検討委員会の中で基本計画での検討するべき事項ということで指

摘をされていた部分の訂正というのが、今回の整備検討委員会の議題となっ

ております。資料の４５ページに下の方で１の３の３の４行、「住民や地域に

育まれた様々な文化を保存し」という文書がございます。これについて、史

跡の整備活用については、住民参加を基本にするということで、今回新たに

この４行が加えられました。 

 又、５４ページについては、貝塚の平面表示ということで、Ａ地点貝塚と

いう文書がございますけれど、その３行目の土と貝を混ぜ貝塚の埋没化を表

現するということで、貝塚の復元については、その状態での貝塚を出すので

はなくて、窪みがあって、そこに土がかぶっていったというような復元をし

なさいということで、今回そこに付け加えられたものでございます。５７ペ

ージについても同じようなことで、竪穴住居復元施設ということで、２～３

行目にかけまして、上屋構造の復元は行わず、埋没する過程を表現するとい

うことで、今まで遺構の復元には骨組みを作ってということでしたが、そう

いうことをしないで、窪地が残っていたというような復元の仕方をするとい

うのが今の流れになっているということで、今回この中で整理されています。

６０ページには、ビオトープの考えについて整理されております。復元の際

非 公 開 

非 公 開 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【 議 案 事 項 】 
・議案第７号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

には地域の方の意見をいただきながらということと、種等についても地域の

方々から集めていただいて、復元の際にも参加していただくということが記

載されております。７２ページの年次計画でございますけれど、３番の整備

事業というところが今回訂正されております。ビオトープや植樹等を行うに

当って必要な地形図の作成や植生調査など準備期間を含め、将来に亘って継

続した事業とする。２３年度・２４年度については、協議会研究会等の立ち

上げ、地形測量植生・土壌環境調査という部分が付け加えられました。又、

その１行下の「なお」という部分からが、今回新たに付け加えられた部分で

ございます。 

これらを訂正しまして、今回の整備検討委員会で承認されたものでございま

す。 

蓮井委員長 

 こういった遺跡があるのは町の財産ですし、活用に当っては住民参加が絶

対的に必要だと思います。 

 あまり綺麗に整備するものではなく、見学者が多少不便と感じても当時の

ありのままを見せるというが大事なことかなと思います。 

 ただ簡単には行かない話しで、地域的な問題や財政的な問題もあり、町民

から苦情が出かねないものでもありますので、こういったものを大切にし、

町民の文化度を高めていくことも我々に仕事だと考えますので、特にご異議

が無ければこの計画に則って進めるということでよろしいでしょうか。 

 《異議無し》 

 これで報告事項は全て終わりました。その他事務局からありますか。 

遠藤管理課長 

 追加議案の提案したいのですがよろしいでしょうか。 

蓮井委員長 

 よろしいでしょうか。 

 《異議無し》 

 では、説明をお願いします。 

 

 

遠藤管理課長 

 議案第７号でございます。 

 洞爺湖町教育委員会職員の職名に関する規則の一部改正についてでござい

ます。洞爺湖町教育委員会職員の職名に関する規則の一部を改正する規則を

次のように定めるものです。 

 内容としましては、保育所の所長の身分ですが、これまで係長職でござい

ました。その下に副所長がいますが主任職ということで、保育士主任もあり

副所長も保育士主任も同じ主任ということでございました。今回保育所所長

の格付けを課長補佐職にしたいということと、副所長を係長職にしたいとい

うものでございます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
日 程 第 ５ 
【 そ の 他 】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
日 程 第 ７ 
【 閉   会 】 

 《新旧対照表で説明》 

 保育所は色々体系的な問題がございまして、今認可保育所が４つで、季節

保育所１つで５つの保育所がございます。現在４人の所長で進めております。

今後、所長を増やさないという考えでございます。今回、所長１名というも

のが定年退職しますが、残りの３人で兼務していきます。来年更に定年で１

名退職します。そうなりますと２人に所長で全ての保育所をまかなってもら

うかたちで進めていって、副所長にある程度権限を持たせて、実務の方をし

っかりやってもらうという考えでおります。 

 そういうことで今回この議案を出させていただきました。よろしく願いい

たします。 

蓮井委員長 

 将来的に保育所の統廃合を見越してということでのことですか。 

遠藤管理課長 

 平成２１年度に保育料の検討をいただきまして、その中で統廃合について

も検討していただきました。虻田地区では入江と本町の統廃合、洞爺地区で

は洞爺とさくらの統廃合ということを検討していただいたのですが、なかな

か保護者の皆さんの理解がそう簡単にはいかないだろうということと、子供

もそんなに大きく減っていくという状況でもないということもありましたの

で、数年間は据え置こうという話しをいただきました。私どもそれにのった

かたちで今進めております。今回はその考えが全く無いという訳ではありま

せんが、現在の保育所の事情を考えた中での改正でございます。 

蓮井委員長 質問等ございますか。 

 《特に無し》 

 無ければ提案どおり承認することとします。 

 

 その他ございますか。 

遠藤管理課長 

 先程、報告しました報告第５号につきまして、今回の規則改正前の職名と

なっております。 

 規則改正後は、ここに掲載されておりませんが、入江保育所所長の小林茂

美を含めて、相馬優子と近藤孝子が課長補佐職となり、その下の、主任職の

欄の副所長４名が係長職となります。 

蓮井委員長 

 よろしいでしょうか。 

 《特に無し》 

 

 

 本日の日程は全て終了しましたので、第２回定例会を終わります。 

（１６：２３） 
 


